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森村豊 （もりむら ・ とよ）について
1854 （安政元） 年、 京橋に生まれる。 慶応義塾を卒業後、 兄 六代目森
村市左衛門とともに貿易立国を志し、 幕末開港間もない 1876 （明治 9） 年、
「森村組」 （現 森村商事） を設立。 渡米し NY で 「モリムラ ・ ブラザーズ」
を開店。 現地に根付いた経営で顧客志向を実現しながら、 日本陶器の輸
出販売で大成功をおさめた。 その後の森村グループ形成と製造業における
発展の基礎を築いたが、 志半ばにして 45 歳で亡くなる。

◀市左衛門と豊（左） 初期の森村組幹部▶

日米貿易を
切り拓いた男
森村豊の知られざる生涯

森村悦子

日米貿易はいかにして切り拓かれたのか？　森村グループ創成の立役者の一人で、 日米貿易の先駆者と

して活躍した森村豊の生涯に迫る。 森村グループのルーツにあたる森村組 （現 ・森村商事） は明治時代

に日米貿易を牽引し、 その発展については、 これまで兄、 市左衛門を中心に語られてきた。 しかし、 弟

の森村豊の功績なくして実現できなかったことはあまり知られていないだろう。 豊の曾孫にあたる森村悦子

が、 兄の陰に隠れて目立たなかった豊に焦点を当て、 森村組の勃興を描く。
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